
日時 2024年6月25日(火) 13：45～15：15(3限)

場所 ポーアイキャンパス（KPC） B号館213教室

主催 ： 神戸学院大学法学部 ・ 神戸学院大学法学会

連絡先 ： 神戸学院大学法学部長室 TEL：078-974-4543 ・ 法学会（研究会担当・佐々木光明）

近代日本黎明期にあって市民社会の基礎を形成する法体系、とりわけ「民法」の起草に力を

注いだ人物（梅謙次郎等）は、フランスのリヨン大学に留学し、精力的に学んでいた。一昨年来、

そのリヨンにおもむき、彼らの学びと生活の足跡をたどり、あらためて海外研修の成果としてご講

演いただきます。リヨンという街が生み出したものは何だったのか…。

民法の歴史的背景について知り考える機会を持ってほしく、演習Ⅱの時間帯に設定しました。

もちろん他の学年、他学部のみなさんはじめ、市民の方も聴講可能です。

NHKの朝ドラ「虎に翼」ではちょうど第2次大戦後の日本国憲法下での民法改正の場面ですが、

その民法の起草時に活躍した人物たちやリヨンに想いをはせてみませんか。

＜演題＞

「フランス・リヨン ー ”日本民法学”生誕の地」

辻村亮彦 先生 （法学部准教授・日本法制史）
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